
平成 25 年 7 月 30 日	 

音楽科担当先生	 

奈良県中学校音楽教育研究会	 

会	 長	 	 山	 本	 	 洋	 	 

理事長	 	 米	 田	 道	 治	 

『 理 事 会 の 報 告 』 

	 夏休みに入り暑い日が続いております。一学期は終わりましたが，忙しい日々をお過ごしのこと

と思います。ご健康に留意されますことを心より願っております。	 

	 さて，先日の第３回理事会（7月 1日）において，「その他」のところで，	 

	 「理事会がスムーズに進み過ぎではないか？	 これでいいのか。」	 

という発言がありました。	 

	 続いて，山本会長より，	 

	 

	 ・理事会がスッと流れていくムードが漂っている。もっと議論を深める場であるべきだ。	 

	 ・（理事以外の先生方は）中音研がどのような取り組みをしているのかご存知なのだろうか？	 

	 ・学校に一人か二人しかいな音楽科の先生方の横の連絡はとれているのだろうか？	 

	 ・来年度の近音研奈良大会の取り組みは大丈夫なのだろうか？	 全体の流れも，個々の取り	 

	 	 組みの進み具合も把握できていない。切迫した空気を感じない。	 

	 

との意見が出されました。	 

	 その後，近年採用されて，初めて理事として出席された先生からの発言をいただきました。	 

	 

	 	 ☆ワークや愛唱歌集のことが（理事になって）よくわかるようになった。	 

	 	 ☆ワークや音楽大会のことを知らなかった。理事になって初めて知った。	 

	 	 ☆研修などに出て行かねばと思うけれど，なかなか腰があがらない。	 

	 	 ☆授業の中で，男子の扱いにとても困っているんだけれど。。。。	 

	 

	 出された意見それぞれについて多くの先生より発言があり，短時間でしたが意義ある場となりま

した。	 	 また，発展的な意見として，	 

  

◇理事会から発信をしていく。	 

◇各校の事情もあるけれど，忙しくても理事会には自覚をもって出席することが大切。	 

「欠席の場合は代理の先生を。。。。」という文言が公文書には載っている。この原則の徹底。	 

◇もっと声かけする，発信する，こうやで！！と伝えていくことの大切さ。	 

◇役員や理事だけではなく，増えてきている若い先生方に活躍いただける場の提供が必要。	 

	 

などが出てきました。	 



 

◎情報の発信に関して 

	 （1）以前より話は出ていたのですが，現在，中音研のホームページが運用されています。	 

	 	 	 「奈良県中学校音楽教育研究会」と google で検索いただくか，	 

	 http://chu-onken-nara.sakura.ne.jp/toppage.html	 でアクセスしてみてください。	 

	 

	 （2）「ffaacceebbooookk」にもサイトがあります。	 

	 『検索』の欄に「奈良県中学校音楽教育研究会」と打ち込んで検索するとヒットします。

ただし，非公開グループとしているため，理事長である私（米田）の承認がないとメンバー

に加わることができません。検索いただいた後，少し時間はかかりますが，すぐに「グルー

プメンバー」に追加しますので，ぜひご参加ください。意見交換の場として使えると思いま

す。	 

	 

	 （3）理事の先生方のお力が必要です。郡市内への連絡や配布物などよろしくお願いします。	 

	 

◎連 絡 

 ■「全日音研（近音研）兵庫大会」に参加された先生にお願い！ 

	 一日目，三本の授業が行われました。参加された先生より，参加できなかった発表はどのよ

うな資料が配られ，どんな授業がされたのか知りたい，とのお願いがありました。忙しい中，

申し訳ありませんが，参加された先生，資料や授業の様子や感想を教えてください。理事長の

米田までお送りください。次年度の「奈良大会」に向けての資料としても重要と考えられます。	 

	 下記の Yahoo メールに（資料は添付ファイルで）送っていただいてもかまいません。	 

よろしくお願いします。	 →	 	 chuonkennara@yahoo.co.jp	 

	 

	 

 ■作曲コンクール応募作品の送付先変更！ 

  〒632-0251 奈良市針町 2554 都祁中学校 土野智鶴先生まで 

    TEL. 0743-82-0300  FAX. 0743-82-0812	 

	 	 公文書では天理西中学校宛となっていますが，変更します。	 

	 	 	 ９月１３日（金）必着はそのままですので間違いなきようお願いします。	 

	 

	 

	 夏休み中に文字ばかりの文書を送りまして申し訳ありません。	 

	 現役員会のメンバーで平成 32 年度（次々回）の近音研奈良大会時に残る先生は２人しかいませ

ん。今の時期に若い先生方への移行をスムーズにしておかないと先が大変になる，そういう思いか

ら役員会で検討し，この文書を作成しました。意のあるところを汲み取っていただき，奈良の中音

研が活気ある研究会に成長していけますよう，お力添えをお願いします。	 

	 ご意見や提案がありましたら，上記の Yahoo メールまでお寄せください。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 

重 要 


